
 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

１ 共同発表式の出席者 

   ＵＮＤＰウクライナ事務所 ヤコ・シリアーズ  常駐代表（オンライン参加） 

   ＵＮＤＰ駐日代表事務所  ハジアリッチ 秀子 駐日代表（対面参加）ほか 

   横浜市          山中 竹春     市長 

２ 合意文書（協力趣意書）の概要 

（１） 協力趣意書の主な内容 

ア） ＵＮＤＰと横浜市は、ウクライナの特にオデーサ市及びオデーサ市周辺地域における復

旧・復興支援に関して情報共有等を通じて協力を行う。 

イ） 両者が実施を決定した、ウクライナの特にオデーサ市及びオデーサ市周辺地域における

復旧・復興支援のためのプロジェクトに関して共同で広報活動を実施する。 

（２） 締結日：令和６年７月１日（月） 

（３） 署名者：ＵＮＤＰウクライナ常駐代表 ヤコ・シリアーズ 氏 

横浜市長 山中 竹春 

３ 出席者のコメント要旨 

（１）横浜市 山中市長 

   これまで、オデーサの皆様、ウクライナの皆様を少しでもお支えしたいとの思いで、現地

の皆様への支援、また、横浜に避難された方々への支援に取り組んでまいりました。今後、

国連開発計画の皆様と手を携え、オデーサ市の復旧・復興に引き続き貢献し、国際社会の平

和と発展に貢献してまいります。 

（２）ＵＮＤＰ ヤコ・シリアーズ  ウクライナ常駐代表 

この提携は、ＵＮＤＰがウクライナ国外の自治体と提携してウクライナ現地の復興活動を

支援するという、先駆的な協力です。横浜市との連帯とリソースを共有することで、オデー

サの復興を促進し、市内の子どもたちを支援することを目指しています。 

 

横浜市と国連開発計画(ＵＮＤＰ)が世界初の連携で、 

オデーサ市の保育園の復旧を支援します！ 
 

令 和 ６ 年 ７ 月 ２ 日 
横浜市国際局ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ推進課 
国 連 開 発 計 画 

記 者 発 表 資 料 

令和６年７月１日（月）に、横浜市と、ウクライナの復興に向けた支援において豊富な実績を

有するＵＮＤＰは、オデーサ市を中心としたウクライナの復興支援における連携のための合意文

書を締結し、共同発表しました。ＵＮＤＰが、ウクライナ復興支援における連携のための合意文

書を自治体（ウクライナ国内の自治体を除く）と締結するのは、世界ではじめてになります。 

なお、締結日は、横浜市とオデーサ市が 1965年に姉妹都市提携を行った記念日です。 

また、両者の連携によるウクライナ復興支援の第一弾として、爆風によって被害を受けたオデ

ーサ市第 141保育園の復旧支援を開始します。 
 

裏面あり 



 

 

（３）オデーサ市 ゲネディー・トゥルハノフ市長（ビデオメッセージ） 

   重要な施設の復旧を支援する国際パートナーに深く感謝します。横浜とＵＮＤＰによる提

携文書の調印は、オデーサ、横浜、ＵＮＤＰの多国間イニシアチブを裏付けるものです。私

たちは力を合わせれば、子どもたちに幼少時代の重要な一部を取り戻すことができるので

す。 

４ 共同発表式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ オデーサ市第141保育園の復旧支援の概要 

（１）修復工事概要：爆風によって被害を受けた３棟の建物の内外装及び付帯設備の修繕（ＵＮ

ＤＰのインフラ復旧事業の一部として実施） 

（２）スケジュール：２０２４年９月頃着工（予定）、工期６か月（想定） 

（３）保育園内の備品整備：クラウドファンディング（ＣＦ）により調達した資金を活用して、子

供用の遊具、机やいすなどの家具、グラウンドの整備などを想定しています。ＵＮＤＰがＣＦ

を実施し、横浜市が広報面での協力を行います。詳細は調整中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

（横浜市とＵＮＤＰの連携全般、横浜市によるオデーサ市への現地人道支援に関すること） 

国際局グローバルネットワーク推進課国際技術協力担当課長   横内 宣明 Tel 045-671-4712 

（ＵＮＤＰによるウクライナ支援、オデーサ市第 141保育園の復旧に関すること） 

ＵＮＤＰ駐日代表事務所パートナーシップアドバイザー     二瓶 直樹 Tel 03-5467-4751 

山中市長の挨拶 

協力趣意書の披露２ 

ハジアリッチ駐日代表の挨拶 

 

協力趣意書の披露１ 

オデーサ市第 141保育園の被害の様子 


